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1 単元名 

  「貧困」の解決に向けて私たちに出来ることは何だろう？ 

 

2 単元の目標 

ESD の視点に立った学習指導で重視する能力・態度（国立教育政策研究所が例として示したもの） 

 ・ 日本やザンビアの現状をもとに世界で起きている「貧困」について、他者との対話や諸資料を活用

して様々な要因から引き起こされていることを理解する。 

【１批判的に考える力】【３多面的，総合的に考える力】【４コミュニケーションを行う力】【５他者と協

力する態度】 

 ・ 持続可能でよりよい社会を目指して、「貧困」問題について関心を持ち続け、自分なりの解決策を

考えどのように行動したら良いか行動方針を見出し他者に発信することが出来る。 

【２未来像を予測して計画を立てる力】【６つながりを尊重する態度】【７進んで参加する態度】 

 

３ 資質・能力育成に向けた授業づくりの視点（国立教育政策研究所・２０１４）  

１ 意味のある問いや課題で学びの文脈を造る ２ 子供の多様な考えを引き出す 

３ 考えを深めるために対話のある活動を導入する ４ 考えるための教材を見極めて提供する 

５ すべ・手立ては活動に埋め込むなど工夫する ６ 子供が学び方を振り返り自覚する機会を提供する 

７ 互いの考えを認め合い学び合う文化を創る  

 

４ 単元の指導について 

（１）教材観 

 学習指導要領「現代社会」の「（２）現代社会と人間としての在り方生き方 オ 国際社会の動向と日

本の果たすべき役割」、「（３）共に生きる社会を目指して」を踏まえて単元の構成を行った。現代の社

会についてよく知り考え行動することを目標として、１学期の授業から若者の投票率向上についてプレ

ゼンを行うなど対話を通じて今日の課題について考えてきた。２学期の授業でも、単に「貧困」について

知識を習得するのではなく、対話を通じて現地で視察したプロジェクトやそこで活躍する日本人の姿を

紹介する中で、国際協力の意義や理想の支援の在り方についても考えを深めてもらいたい。 また、３

学期の授業では「（２） エ 現代の経済社会と経済活動の在り方」について学習する予定である。 

 

（２）生徒観 

本校では、経済的事情からアルバイトをしている生徒も多く、１クラスの中に父子家庭・母子家庭や

生活保護を受給して生活している生徒も少なからず居る。そのため、SDGｓの１番目の目標「貧困をなく

そう」を単元のテーマとして授業を行うことにした。まずは自分の国のことをよく知って欲しいという思い

から、単元の前半で日本の「貧困」について扱うことにした。事前アンケートの結果、日本にも「貧困」は

あると答えた生徒は全体の８８％（８５人）であり、無いと回答した生徒よりも多かった。一方で、その理

由を見ると、「ホームレスがいるから」と回答した生徒が全体の４３％（４２人）と最も多かった。そこで、ま

ずはこの問題から扱うことにしたが、その他にも雇用問題や子供の「貧困」など様々なテーマから日本

の「貧困」について考えてもらいたい。その後、ザンビアを例として途上国の「貧困」の現状を知り、ただ

「かわいそう」という感想にとどまるのではなく、自分自身の問題とも関連付けて考えてもらいたい。 

事前アンケートでは、海外に行ったことある生徒は全体の１３％（１７人）、海外に将来行ってみたい

生徒は全体の４８％（６１人）、日本以外の国に興味のある生徒は全体の４３％（５４人）と半数以上の

生徒は海外に興味が無いことが分かった。また、自分の行ってみたい国や興味のある国について調べ

てまとめる課題で、途上国を選んだ生徒は各クラス数名程度と非常に少なかった。 

 

Zambia 

学校名：埼玉県立富士見高等学校 

氏名：佐藤 亜矢香 

 

[担当教科：公民科]  

● 実践教科等： 公民科（現代社会） 

● 時間数   ：  ２０時間 

● 対象生徒 ：  １学年 

● 対象人数 ：  ３４人×４クラス 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Flag_of_Zambia.svg
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Flag_of_Zambia.svg
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（３）指導観 

 個人の意見を深めるために、「貧困」とはどのような状態であるか？という質問を、単元全体を通じて

継続的に行う。また、「なぜ学校で勉強することが大切なのか？」など生徒が自分自身の問題と関連付

けて考えられるテーマから、ザンビアの「貧困」と日本の「貧困」とをつなげて考えてもらいたい。 

 

５ 評価規準 

観点 関心・意欲・態度 思考・判断・表現 資料活用の技能 知識・理解 

評価規準 ・「貧困」の解決に

対して意欲的に考

えようとしている。 

・「貧困」に対して自

分なりの解決策を

見出し、意見を他

者に発信出来る。 

・的確な情報を読

み取り、「貧困」の

諸要因について適

切に表現出来る。 

・「貧困」が様々な

要因から引き起こさ

れていることを理解

し、説明出来る。 

評価方法 ・授業中の様子 

・グループワークの

取組み状況 

・授業中の様子 

・授業プリントの記

入内容 

・授業プリントの記

入内容 

・定期考査 

・授業プリントの記

入内容 

・定期考査 

 

６ 単元の構成   （※ 単元全体を通じて授業の冒頭で３人ずつ国調べの課題発表をクラスで行う） 

時限 小単元名 学習のねらい 授業内容 

1 世 界 で 目
指す１７のゴ
ールとは？ 

・SDGs の１７の目標について知
り、単元のテーマである「貧困」
について興味・関心を持つ。 

・SDGs のイラストを見てどのような目標なの
かを予想し、このうち日本で達成されている
ものとそうでないものをペアで話し合う。 

2・3 日 本 に も
「貧困 」はあ
るのか？① 

・「ホームレス」から抜け出せない
仕組みについて理解する。 
・「ホームレス」対策のための行
政の取組みについて考える。 

・「ホームレス」の方へのインタビューや映像
からその生活について理解する。 
・「ホームレス」のためのシェルター建設に賛
成か反対かをペアで話し合う。 

4 日 本 に も
「貧困 」はあ
るのか？② 

・ネットカフェ生活から抜け出すこ
とが難しいことを理解する。 
・「脱法ハウス」について知り、社
会の抱える矛盾に目を向ける。 

・ネットカフェでの生活をシミュレーションし、
なぜ家を借りることが難しいのか体感する。 
・映像から「脱法ハウス」の拡大について理
解し、その是非について考えをまとめる。 

5 日 本 に も
「貧困 」はあ
るのか？③ 

・近年の日本の雇用形態の特徴
と問題点について考える。 
・日本の「貧困」問題が個人の問
題だけではないことを理解する。 

・非正規労働者増加の現状と問題点をグラ
フや図などの諸資料から考える。 
・経済のグローバル化と非正規労働者増加
の関係について映像を参考にしてまとめる。 

6・7 日 本 に も
「貧困 」はあ
るのか？④ 

・ブラック企業の特徴やそこで働
く際の対策について理解する。 
・女性の「貧困」が引き起こされ
る諸要因を理解する。 

・ブラック企業について理解し、友人がそこ
で働いていた際のアドバイスを考える。 
・女性の「貧困」の現状についてクイズや映
像から理解する。 

8・9 日 本 に も
「貧困 」はあ
るのか？⑤ 

・少子高齢化と「貧困」の関係に
ついて理解する。 
・高齢者の「貧困」が引き起こさ
れる諸要因を理解する。 

・先進国の少子高齢化の現状についてグラ
フの読み取りから理解する。 
・日本の社会保障制度について知り、高齢
者の「貧困」の現状について理解する。 

10 日 本 に も
「貧困 」はあ
るのか？⑥ 

・子供の「貧困」が引き起こされ
る諸要因を理解する。 
・身近な地域の課題について関
心を高める。 

・映像から子供の「貧困」の現状について理
解する。 
・身近な地域で今求められていることについ
て富士見市に住む住民の声から予想する。 

11 日本の「貧
困」解決に向
けて！ 

・全国で実際に行われている取
組みから「貧困」解決を考える。 
・これまで学習した日本の「貧
困」について整理する。 

・実際の例から、「貧困」問題解決のヒントに
なりそうなことをペアで考えまとめる。 
・日本の「貧困」が引き起こされる要因につ
いてグループでマインドマップにまとめる。 

中間考査 

12  中 間 考 査
返却とこれま
での振り返り 

・日本以外の先進国の「貧困」に
ついてアメリカを例に理解し、日
本の「貧困」とも関連付ける。 

・中間考査の復習をする。 

・映像からアメリカの「貧困」を理解し、日本

の「貧困」との共通点や相違点を考える。 

13 ザンビアっ
てどんな国？ 

・クイズを通じてザンビアという国
に興味・関心を持つ。 

・ザンビアの首都や言語など基本的な事項

を地図帳で調べる。 

・クイズからザンビアの生活を理解する。 
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14  ザンビアは
ど う し て 「 貧
困」の国なの
だろう？ 

・ザンビアの「貧困」が様々な要
因から引き起こされていることを
諸資料からまとめる。 

・グループのメンバーに写真の内容を説明し

ながら、ザンビアが①地理、②教育、③保

健・医療、④産業・経済などの諸要因から

「貧困」であることをグループでまとめる。 

15  ザンビアの
「貧困 」 と日
本の「貧困 」
は同じなの？ 

・「貧困」には様々な定義がある
ことを知り、ザンビアの「貧困」と
日本の「貧困」との共通点や相
違点を考える。 

・子供が健やかに成長していくために必要 
な物とその基準をグループで考える。 
・「絶対的貧困」、「相対的貧困」、「精神的
貧困」の定義をそれぞれ理解する。 

16  なぜ学校で
学ぶことは大
切 な の だ ろ
う？ 

・なぜ学校で学ぶことは大切な
のか自分なりの考えを持ちこれ
からの学習に意欲的に取り組
む。 

・カードからなぜ勉強をした方が良いのかを
読み取りグループのメンバーと共有する。 
・ザンビアの学校の映像を見て日本の学校
との違いや感じたことをまとめる。 

17  格差がある
のは悪いこと
なの？ 

・ザンビアの都市と地方の格差
から、「平等」「公平」「公正」につ
いて理解し、より良い社会の在り
方を考える。 

・ザンビアの都市と地方に関する映像からそ
の違いを考える。 
・「世界一貧しい大統領のスピーチ」を聞き、
自分自身の考える豊かさについてまとめる。 

18 ・

19 

 これまで日

本がやってき

た 支 援 に つ

いて知ろう！ 

・様々なプロジェクトやそこで活

躍する日本人の姿を紹介する中

で、国際協力の意義や理想の支

援の在り方について考える。 

・日本のこれまでのザンビアへの支援から

支援をする時に考えるべきことをまとめる。 

・ザンビアの小学校の状況を知り、自分だっ

たらどのような支援をするか考える。 

20  持続可能で

よりよい世界

を目指して！ 

・ 「貧困」の解決に向けて高校

生として日本人として出来ること

を考える。 

・ザンビアの「貧困」についてマインドマップ

にまとめ自分に出来ることを考える。 

・単元のまとめとして「貧困をなくそう」を啓

発するためのロゴを考え他者に発信する。 

期末考査 

 

7 授業事例の紹介 

小単元名【 なぜ学校で学ぶことは大切なのだろう？ 】 

（１） 指導案 

（ア）実施日時     平成２９年１１月２０日（月） 第５限 〔１６時限目／２０時限〕 

（イ）実施会場     １年７組教室 

（ウ）本時の目標   学校で勉強することの意義という答えのない問いに対して様々な意見があるこ

とを知り、自分なりの考えを持つことで、意欲的にこれからの学習に取り組むこと

が出来る。 

（エ）指導のポイント  個人で考える時間とグループで考える時間があるためメリハリをつけ、真剣に 

テーマに対して考えを深めてもらいたい。 

（オ）本時の展開 

過程・ 

時間 
指導内容 学習活動 

指導 
形態 

指 導 上 の 留 意 点 評価 
(評価規準・評価方法） 

 
 
 
 
５ 
 
 
１０ 
 
 
 
１５ 
 
 
２５ 
 
 

本時のテーマ
について知ら
せる。【１】 
 
・カードを読み
意見を読み取
らせる。【４】 
・カードの内容
をグループで
共有させる。【
３】 
・情報を他の
グループと共
有させる。【５】 
・情報をグ 
ループで共有
させる。【３】 

・テーマについて自分の考えを
書く。【学習前】 
・ドラマ「先に生まれただけの
僕」の一部を視聴する。 
・３４枚のカードから気になる１
枚を選び、どんなことが書かれ
ているか読み取る。 
・自分のカードに書かれている
勉強することの意義をグルー
プのメンバーに説明する。 
 
・ワールドカフェ形式で他のグ 
ループから聞き取ったことをメ 
モする。 
・聞き取りに行った３人はグ 
ループのメンバーに情報を伝
える。 

個人 
 
 
 
個人 
 
 
４人
組み 
 
 
４人 
組み 
 
４人
組み 
 

・今日のテーマについて
興味・関心を持たせるよ
うにする。 
 
・カードが残った場合は
授業者が例としてその 
カードを見せる。 
・カードの説明の文章は
グループのメンバーには
見せないようにする。 
 
・パワーポイントを使って
今後の動きの説明をす
る。 
・この後の流れを考えて
時間をあまりかけすぎな
いようにする。 

・授業中の様子 
【関心・意欲・態度】 

 
 
・授業プリントの
記入内容 
【資料活用の技能】 

・グループワー
クの取組み状況 
【関心・意欲・態度】 

 
・グループワー
クの取組み状況 
【関心・意欲・態度】 
・グループワー
クの取組み状況 
【関心・意欲・態度】 
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３５ 
 
 
３８ 
 
 
 
４２ 
 
 
 
４８ 

・カードにあっ
た意見を吟味
させる。【２】 
・ザンビアの学
校や授業の様
子を映像で見
せる。【２】 
・ザンビアで働
く方からのメッ
セージ映像を
見せる。【２】 
・まとめとして
もう一度テー
マについて考
えさせる。【６】 

・共有した情報のうち共感出
来るものがあったか自分の考
えをプリントに記入する。 
・ザンビアの授業の映像を見
て日本の学校との違いや感じ
たことをプリントに記入する。 
 
・日本の子供たちへのメッセー
ジ映像を見て感じたことをプリ
ントに記入する。 
 
・友人から言われた「学校で勉
強する意味ないよね？」という
問いに対して答えを考える。【
学習後】 

個人 
 
 
個人 
 
 
 
個人 
 
 
 
個人 

・メリハリをつけるため机
を元の状態に戻す。 
 
・時間がなければ映像
視聴のみを行いプリント
の記入は宿題とすること
を伝える。 
 
 
 
 
・時間があれば、意見を
発表してもらう。 

・授業プリントの
記入内容 
【思考・判断・表現】 

・授業中の様子 
・授業プリントの
記入内容 
【思考・判断・表現】 

・授業中の様子 
・授業プリントの
記入内容 
【思考・判断・表現】 

・授業プリントの
記入内容 
【思考・判断・表現】 

 

 

小単元名【 ザンビアの「貧困」と日本の「貧困」は同じなの？ 】 

（１） 指導案 

（ア）実施日時    平成２９年１１月２０日（月） 第６限 〔１５時限目／２０時限〕 

（イ）実施会場    １年６組教室 

（ウ）本時の目標   「貧困」には様々な定義があることを知り、ザンビアの「貧困」と日本の「貧困」 

について共通点や相違点を考える。 

（エ）指導のポイント 映像視聴やグループワークで課題に対する関心を高めた後に振り返りの時間 

を十分に設けることで、課題に対して自分なりの答えを持てるように工夫する。 

（オ）本時の展開 
過程・ 

時間 
指導内容 学習活動 

指導 
形態 

指 導 上 の 留 意 点 評価 
(評価規準・評価方法） 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

 

 

３０ 

 

 

 

 

 

４０ 

 

 

 

４５ 

 

・映像に登場

する子供たち

は「貧困」かど

うかを考えさ

せる。【２】【４】 

 

 

 

・子供が健や

かに生きていく

ために必要な

ものを考えさ

せる。 

【１】【３】【７】 

 

・ 「貧困」の定

義を理解させ

る。【５】 

 

 

 

・ザンビアの子

供が「貧困」か

どうか再び考

えさせる。【２】 

・まとめとして

もう１度テーマ

について考え

させる。【６】 

・映像を見て、子供たちが「貧

困」かどうかとその理由を考え

る。【学習前】 

①ザンビアの子供たち（手作り

のおもちゃで遊ぶ様子・電源の

入っていないヘッドホンを聞く

様子）、②はまじ、③花輪くん、

④まるちゃん 

・１５枚のカードを子供が健や

かに生きていくために必要なも

のと必要でないものに分類し、

その基準も考える。 

・全グループの用紙を黒板に

掲示し、他のグループと意見を

共有する。 

・「絶対的貧困」と「相対的貧

困」の定義について理解する。 

・小野さんの映像から「精神的

貧困」について理解する。 

・ホセ・ムヒカ氏のプロフィール

と彼の言葉を紹介する。 

・ザンビアの子供たちは「精神

的貧困」かどうかを考えプリン

トに記入する。 

 

・「相対的貧困は絶対的貧困

よりはましだと思うなぁ」という

友人からの問いに対して答え

を考える。【学習後】 

個人 

 

 

 

 

 

 

 

４人

組み 

 

 

 

 

 

個人 

 

 

 

 

 

個人 

 

 

 

個人 

 

 

 

・今日のテーマについて

興味・関心を持たせるよ

うにする。 

・振り返りの時間を十分

確保するため、映像視

聴にあまり時間をかけ

すぎないようにする。 

 

・グループワークの時間

を事前に伝える。課題

が終わったグループから

掲示していく。 

・メリハリをつけるため机

を元の状態に戻す。 

 

 

 

 

 

 

 

・もう一度今日の授業の

冒頭で見た映像の内容

を思い出すように促す。 

 

・時間がなければプリン

トの記入は宿題とし、時

間があれば意見を発表

してもらう。 

・授業中の様子 

【関心・意欲・態度】 

 

 

 

 

 

 

・グループワー

クの取組み状況 

【関心・意欲・態度】 

・授業プリントの

記入内容 

【思考・判断・表現】 

 

・授業プリントの

記入内容 

【知識・理解】 

 

 

 

・授業中の様子 

・授業プリントの

記入内容 

【思考・判断・表現】 

・授業プリントの

記入内容 

【思考・判断・表現】 
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（２）授業の振り返り 

（１５時限目） 小野さんの映像のインパクトが大きかったようで、単元の最後に実施したアンケートにも

「精神的貧困」について書いた生徒が多かった。また、せっかく「精神的貧困」について生徒に強く印象

付けることが出来たのであれば、授業のまとめの問いもそれに関連したものにすべきであったと感じた。 

（１６時限目） １学期の授業からペアワークなどを多く取り入れてきたため、ワールドカフェ形式での授

業は初めてであったがスムーズに行うことが出来た。また、研究授業後の協議会では、授業で使用した

カードはキャリア教育の授業でも活用できそうだとのアドバイスをいただいたので今後試してみたい。 

 

（３）使用教材 

（書籍） 『身近なことから世界と私を考える授業 100 円ショップ・コンビニ・牛肉・野宿問題』石井昭男、

明石書店、（2013） 

『世界でいちばん貧しい大統領のスピーチ』艸場よしみ、汐文社、（2016） 

『グローバル時代の「開発」を考える-世界と関わり、共に生きるための 7 つのヒント』 西あい他、明石

書店、（2017） 

 Let’s do Social Studies Grade１（ザンビアの小学校１年生向けの社会科の教科書） 

（映像） ＰＰＡＰ（SDGs バージョン）、地球データマップ「ひろがる格差」「働くこととケーザイと」、NHK ス

ペシャル目に見えない「貧困」、上勝町「いろどり」、格差社会アメリカ、ニュース（ネットカフェ難民、脱法

ハウス、電通労災認定、シングルマザー）、アニメ（ちびまる子ちゃん）、ドラマ（先に生まれただけの僕） 

（ザンビア関係映像） ザンビアの子供たち、小野さんのお話、ザンビアの小学校、日本の子供たちへ 

メッセージ、ザンビアの都市と地方、ナショナルサイエンスセンター・日立建機、国際協力とは？ 

 

（１５時限目使用教材） 自作パワーポイント、授業プリント、子供にとって必要なものカード１５枚、子供

にとって必要なものカードを貼る台紙 

１５枚のカードの例       カードを貼る用紙            グループワークの様子 

あ   

 

 

 

 

 

 

 

（１６時限目使用教材） 自作パワーポイント、授業プリント、勉強する意味カード３４枚 

３４枚のカードの例   

（表）                              （裏） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）参考資料等 

『NHK 地球データマップ―世界の“今”から“未来”を考える』、NHK「地球データマップ」制作班、NHK

出版、（2008） 

『子供の貧困‐日本の不公平を考える』阿部彩、岩波書店、（2017） 

『先生、貧困ってなんですか？日本の貧困問題レクチャーブック』上野良治、合同出版、（2017） 

『子供の貧困ハンドブック』松野伊智朗他、かもがわ出版、（2017） 
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８ 単元を通した生徒の反応/変化 

 授業実施前はザンビアという国名すら知

らない生徒がほとんどであったが、授業を

通じて「ザンビアの生活は多少日本と比べ

て不便だけれど皆が協力し合っている」な

どザンビアの「貧困」な状況を前向きに捉え

た生徒も多かった。「貧困」とはどのような

状態だと思いますか？という問いに対して

は、物理的に何かが不足しているということ

に加えて、授業実施後には「物を貰っても

感謝出来ない状態」など「精神的貧困」に

まで触れた生徒が多かった。「貧困」をなく

すために私たちに出来ることは何だと思い

ますか？という問いについても、授業実施

前は「募金やボランティアをする」という意

見が多かったが、授業実施後には「募金を

して何でも分け与えるのではなく正しい知

識を教えてあげる」など授業で学習した内

容を踏まえて一人一人答えていた。 

 また、授業実施前は、海外に興味が無い

生徒が半数以上であったが、国を調べて発

表する課題やザンビアの映像等を通じて、

若干ではあるが海外に興味を持つ生徒が

増えた。 

 

９ 授業実践全体の成果と課題及び課題の改善策 

 派遣前は、「日本人として途上国の「貧困」に対して何が出来るか

考える」という単元目標を設定していた。しかし、実際に現地に行き

そこで働く日本人の方々とお話して、先進国も途上国も関係なくお

互いにとって win-win な関係づくりを目指した国際協力が行われて

いることを知り、派遣後は単元目標から見直すこととなった。また現

地で多くの方々にご協力いただいたインタビュー映像から生の声を 

通じて生徒たちに考えさせることが出来たことが大変良かったと考えている。帰国

後にインタビュー映像を見直して、生徒たちにとって身近な課題である「学校で勉強

することの意義」を授業テーマに設定した。インタビューの質問項目は現地で考えた

ためこのテーマに関する直接的な質問項目を設定することは出来なかったが、限定

した質問項目でなかったからこそ、そこで働く方々の様々な背景をお話していただく

ことが出来たのではないかと考えている。２０時間の授業実践を行う中で、アンケー

トを実施しながら生徒の興味・関心に基づいて授業計画を修正していった。インタ 

ビュー映像は、テーマを変えることで別の切り口からも授業をすることが可能である

ので、今後も同じ映像を用いて新たなテーマでも授業実践に取り組みたい。 

 

10 教師海外研修に参加して 

日本以外の国の教育現場に足を踏み入れるのは初めての経験であった。ザンビ

アのどの小学校の先生方も共通してお話されていた「子供たちが私たちの未来を創

る」という言葉に心打たれた。今回、社会科の教員として実際に途上国に行き自分

で見聞きしたことを活かした授業実践を行いたいという思いからこの研修に参加し

た。視察を通じ、現地で識字率や未就学率など数値では表しきれない部分を多く目

の当たりにしたことは一生の財産となった。少ない日数ながらも現地に行き肌で感じ

たことを、次年度以降も現代社会の授業だけでなく他の科目でも自分の言葉で生

徒たちに伝え続けていきたい。また、今回の研修でのネットワークを活かして今後も

国際社会に生きる子供たちに必要な力を育んでいきたい。 


